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メインショー

くまモンショー
あとぜ

きっ

　

８
月
２
日（
土
）、
第
25
回
「
サ
ガ
ラ
ッ

パ
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
台
風
接
近

の
た
め
、
相
良
村
総
合
体
育
館
で
内
容
を

変
更
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
各
種
ス

テ
ー
ジ
で
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、

多
く
の
来
場
者
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

く
ま
モ
ン
シ
ョ
ー
で
は
、「
サ
ガ
ラ
ッ

パ
」
と
「
ク
リ
ク
リ
」
が
「
く
ま
モ
ン
」

と
ダ
ン
ス
を
披
露
し
、
子
ど
も
た
ち
を
沸

か
せ
ま
し
た
。
お
笑
い
芸
人
の
「
レ
ギ
ュ

ラ
ー
」
と
「
ス
リ
ー
ナ
イ
ン
」
の
シ
ョ
ー

で
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
笑
い

に
包
ま
れ
ま
し
た
。
２
組
の
サ
イ
ン
を
懸

け
た
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
は
、
熱
い
戦
い
が

繰
り
広
げ
ら
れ
、
勝
者
に
は
、
直
接
サ
イ

ン
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
種
演
芸
大
会
で
は
、
村
内
外
の
団
体

が
ス
テ
ー
ジ
発
表
を
行
い
、
観
客
を
魅
了

し
ま
し
た
。

　

台
風
に
よ
り
開
催
で
き
な
か
っ
た
恒
例

の
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
が
、い
つ
も
と

は
違
っ
た
サ
ガ
ラ
ッ
パ
祭
と
な
り
ま
し
た
。

サ
ガ
ラ
ッ
パ
祭
開
催

雨
に
も
負
け
ずレギュ

ラー

スリーナイン
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各種演芸大会

竹 あ か り
　

今
年
、
初
め
て
の
取
り
組
み
と
し
て
、

竹
あ
か
り
を
行
い
ま
し
た
。
会
場
周
辺

は
ろ
う
そ
く
の
や
さ
し
い
光
に
包
ま
れ
、

来
場
し
た
人
の
目
を
和
ま
せ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
熊
本
県
立
大
学
の
自
主
ゼ
ミ

「
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
」
の
学
生
の
提

案
に
よ
り
実
現
し
た
も
の
で
、
学
生
た

ち
は
、
祭
の
前
か
ら
相
良
村
を
訪
れ
、

準
備
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
当
日

も
雨
が
降
る
中
、
竹
灯
籠
を
並
べ
、
無

事
に
点
灯
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

リ
ー
ダ
ー
の
川
西
貴
大
さ
ん
は
、「
初

め
て
の
竹
灯
籠
作
り
で
、
電
動
ド
リ
ル

を
使
っ
た
こ
と
も
な
く
、
は
じ
め
は
一
つ

作
る
の
に
時
間
が
か
か
っ
た
。
目
標
の

３
０
０
個
の
２
倍
の
６
０
０
個
で
き
、
メ

ン
バ
ー
の
協
力
に
感
謝
し
て
い
る
。
25

回
の
伝
統
が
あ
る
サ
ガ
ラ
ッ
パ
祭
で
私

た
ち
が
提
案
し
た
竹
あ
か
り
が
実
施
で

き
て
う
れ
し
か
っ
た
。
天
候
が
心
配
だ
っ

た
が
、
竹
あ
か
り
の
時
は
大
雨
も
降
ら

ず
、
メ
ン
バ
ー
の
思
い
が
奇
跡
を
起
こ

し
た
と
思
う
」
と
思
い
を
語
り
ま
し
た
。

かわい
い

サガラ
ッパた

ち
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夏
季
に
行
わ
れ
た
各
種
大
会
で
、
相
良
中
学
校
の
生
徒
た
ち
が
日
ご
ろ

の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

相
良
村
の
中
学
生
が
大
健
闘
！
【
平
成
26
年
度

　
　
　

球
磨
人
吉
中
体
連
夏
季
大
会
】

■
団
体
の
部

　

○
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル（
女
子
）
３
位

　

○
バ
レ
ー
ボ
ー
ル（
女
子
）
３
位

　

○
剣
道（
男
子
）
３
位

■
個
人
の
部

　

○
剣
道　

　
　
（
男
子
２
年
）

　
　
　

優
勝　

山
下
侑
輝

　
　
　

２
位　

倉
田
大
聖

　
　
（
女
子
代
表
）

　
　
　

優
勝　

樋
口
も
も

　

○
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
　
（
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
）

　
　
　

３
位　

岩
﨑
真
生

　
　
　

３
位　

池
田
尊

　
　
（
男
子
ダ
ブ
ル
ス
）

　
　
　

３
位　

平
川
裕
二

　
　
　
　
　
　

堤
將
人

　
　
（
女
子
ダ
ブ
ル
ス
）

　
　
　

優
勝　

桑
原
な
な
せ

　
　
　
　
　
　

前
原
李
音

　

○
水
泳

　
　
（
男
子
代
表
１
０
０
ｍ
自
由
形
）

　
　
　

５
位　

白
砂
太

　
　
（
男
子
代
表
１
０
０
ｍ
背
泳
ぎ
）

　
　
　

５
位　

白
砂
太

【
中
体
連
県
大
会
】

■
団
体
の
部

　

○
剣
道（
男
子
）
３
位

■
個
人
の
部

　

○
剣
道（
男
子
２
年
）

　
　

優
勝　

山
下
侑
輝

【
平
成
26
年
度

　
　
　

球
磨
人
吉
夏
季
陸
上
競
技
大
会
】

■
男
子
１
年
１
５
０
０
ｍ

　

優
勝　

永
井
智
久

　

３
位　

生
田
裕
喜

■
共
通
走
り
幅
跳
び

　

６
位　

上
村
太
陽

■
女
子
２
年
１
０
０
ｍ

　

２
位　

西
美
帆

■
女
子
１
年
８
０
０
ｍ

　

５
位　

原
口
貴
帆

【
第
60
回 

全
日
本
中
学
校

　

通
信
陸
上
競
技
大
会
熊
本
県
大
会
】

■
１
年
男
子
１
５
０
０
ｍ

　

５
位　

永
井
智
久

　

７
位　

生
田
裕
喜

■
２
年
女
子
１
０
０
ｍ

　

７
位　

西
美
帆
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５
月
か
ら
７
月
に
か
け
第
64
回
球
磨
郡
民
体
育
祭
が
各
会
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
相
良
村
は
17
種
目
の
団
体
・
個
人
の
部
に
出
場
し
、
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
総
合
４
位
の
成
績
で
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

第
64
回 

球
磨
郡
民
体
育
祭

【
個
人
の
部
】

■
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

　
（
男
子
）
優
勝　

赤
坂　

勝

　
　
　
　
　

３
位　

内
田　

志
満
喜

■
陸
上

（
男
子
60
才
〜
69
才　

２
，０
０
０
ｍ
）

　

優
勝　

濱
崎　

明
彦

（
男
子
50
才
〜
59
才　

１
０
０
ｍ
）

　

４
位　

冨
永　

健
一

（
男
子
40
才
〜
49
才　

１
，５
０
０
ｍ
）

　

６
位　

嶽
本　

拓
志

（
男
子
30
才
〜
39
才　

３
，０
０
０
ｍ
）

　

６
位　

緒
方　

徹

（
男
子
30
才
〜
39
才　

１
０
０
ｍ
）

　

４
位　

竹
松　

宏
文

（
男
子
29
才
以
下　

５
，０
０
０
ｍ
）

　

５
位　

横
溝　

竜
也

（
男
子
29
才
以
下　

１
０
０
ｍ
）

　

２
位　

福
田　

恭
士

（
男
子
40
才
〜
49
才　

砲
丸
投
げ
）

　

６
位　

山
下　

哲
也

（
男
子
30
才
〜
39
才　

走
幅
跳
）

　

５
位　

松
永　

晋
明

（
男
子
29
才
以
下　

三
段
跳
）

　

優
勝　

福
田　

恭
士

（
女
子
34
才
以
下　

走
高
跳
）

　

優
勝　

松
永　

千
恵

（
男
子
30
才
〜
49
才　

４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
）

　

４
位　

竹
松　

宏
文
、
山
路　

功
、

　
　
　
　

木
﨑　

正
邦
、
松
永　

晋
明

（
男
子
50
才
以
上　

４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
）

　

３
位　

白
石　

明
德
、
溝
口　

純
一
、

　
　
　
　

豊
原　

幸
一
郎
、
冨
永　

健
一

（
女
子
フ
リ
ー　

４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
）

　

５
位　

西　

さ
ゆ
り
、中
村　

真
央
、

　
　
　
　
竹
松　

友
里
香
、
近
松　

久
美
子

■
水
泳

（
女
子
35
才
以
上　

25
ｍ
自
由
形
）

　

優
勝　

池
田　

文
美

【
団
体
の
部
】

■
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ　

　
（
男
子
）
２
位

　
（
女
子
）
３
位

■
ゴ
ル
フ　
（
女
子
）
２
位

■
軟
式
野
球　

３
位

■
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル　
（
女
子
）
優
勝

■
バ
レ
ー
ボ
ー
ル　
（
男
子
）
２
位

　
　
　
　
　
　
　
　
（
女
子
）
２
位

■
剣
道　
（
Ａ
チ
ー
ム
）
優
勝

　
　
　
　
（
Ｂ
チ
ー
ム
）
３
位

■
銃
剣
道　

優
勝

■
空
手
道　

２
位

■
テ
ニ
ス　

２
位

（
女
子
35
才
以
上　

50
ｍ
自
由
形
）

　

２
位　

池
田　

文
美

（
女
子
35
才
以
上　

50
ｍ
平
泳
ぎ
）

　

２
位　

永
田　

な
お
み

（
女
子
25
才
以
上　

25
ｍ
自
由
形
）

　

優
勝　

池
田　

こ
ず
え

（
女
子
25
才
以
上　

50
ｍ
平
泳
ぎ
）

　

優
勝　

西　

さ
ゆ
り

（
女
子
25
才
以
上　

50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
）

　

優
勝　

西　

さ
ゆ
り

（
女
子
25
才
以
上　

１
０
０
ｍ
メ
ド

レ
ー
リ
レ
ー
）

　

優
勝　

池
田
文
美
、
池
田
こ
ず
え
、

　
　
　
　

西
さ
ゆ
り
、
永
田
な
お
み

（
女
子
25
才
以
上　

２
０
０
ｍ
リ
レ
ー
）

　

優
勝　

永
田
な
お
み
、
池
田
文
美
、

　
　
　
　

池
田
こ
ず
え
、
西
さ
ゆ
り

■
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

（
男
子
60
才
以
上
）

　

２
位　

西　

一
正

（
男
子
29
才
以
下
）

　

２
位　

古
川　

友
也

■
剣
道

　
（
４
段
以
上
の
部
）

　
　

優
勝　

磯
田　

昌
臣

　
　

２
位　

萩
原　

孝
継

　
　

３
位　

田
端　

忠

　
　

３
位　

池
田　

国
大

　
（
３
段
以
下
の
部
）

　
　

優
勝　

米
田　

賢
史

■
銃
剣
道

　

優
勝　

増
田　

貴
優

　

２
位　

福
田　

雄
二

　

３
位　

地
口　

一
誠

　

３
位　

椎
葉　

将
樹

■
空
手
道

　

３
位　

藤
下　

功
輝



わだいむらのの
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国体での優勝経験もある宮原さん左から宮田さん、福岡さん、福さん

　南稜高校３年生の福岡瑞規さん（朝ノ迫）、宮田
万莉奈さん（上川上）、福英美さんの３人が考案し
た村特産品のお茶や鮎等を使った創作グルメ『鮎
チャん』が８月２６日に福岡市で開かれる「第３
回ご当地！絶品うまいもん甲子園」（農林水産省等
主催）九州・沖縄予選大会に出場することが決まり
ました。
　福岡さんは、「九州の５チームに選ばれたので、
いつもの力を発揮し、全国大会に出場できるよう
頑張りたい！」と意気込みを述べていました。

　水俣市で行われた第 34 回九州ブロック大会の
カヌースプリント競技で、鹿屋体育大学３年の
宮原貴朗さん（上川上）が成年男子カナディアンシ
ングルの４位に入賞し、１０月に長崎県で開かれる
第６９回国民体育大会への代表権を手にしました。
　国体だけでなく、関西学生カヌー選手権大会、
全日本学生カヌースプリント選手権大会も控えて
います。「目標は入賞です。相良村の皆さんに良い
報告ができるよう精一杯頑張ります。応援よろし
くお願いします。」と意気込みを語りました。

産業振興課の現地確認地図の作成

　７月８日、９日、１１日の３日間、球磨商業高等
学校２年の山下莉央さん（並木野）と吉本麗央さん
（中四浦）が総務課、保健福祉課、産業振興課で役
場の仕事を体験しました。
　山下さんは、「チームワーク、連絡、発信力の大
切さを学んだ」。吉本さんは、「役場では、事務作
業をしていると思っていたが、イメージが変わっ
た」と感想を述べました。
　二人は、この経験を職業選択や勉学に生かして
いくということです。

カヌーで国体出場決定！
第34回九州ブロック大会カヌー13

7うまいもん！甲子園へ出場
南稜高校生が第１次予選突破

7
15

7　8
～11

５　21
7　13

役場の仕事を体験
商業生インターンシップ

本番さながらの訓練
高齢者施設３か所で防災訓練

真剣に訓練に取り組む職員と消防団員

　５月２１日（水）、川辺の「川辺川園」と「サン
ライフみのり」両施設で夜間防災訓練が行われま
した。施設職員及び消防団による入所者の搬送及
び避難誘導訓練と、消防団による放水訓練も行わ
れました。
　７月１３日（日）には、柳瀬の「グループホー
ムみんなの家」において防災訓練が行われました。
施設職員及び消防団による入所者の搬送及び避難
誘導訓練のあと、消防団の指導により施設職員の
消火栓による初期消火訓練が行われました。
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7
30

大規模災害に備えて
相良村建友会と協定結ぶ

相良剣士が全国大会に出場
第49回全国道場少年剣道大会

大会に出場した剣道部のみなさん

　７月２９、３０日の２日間、東京都の日本武道
館で開かれた全日本剣道道場連盟主催「第４９回
全国道場少年剣道大会」に相良村の小中学生が出
場し、好成績を収めました。
　１６パートに分かれて団体戦が行われ、各パー
トでトーナメントを戦い、各パートの優勝チーム
が決勝トーナメントで優勝を争いました。
　相良村は、小学生の部で、パートで３位に入賞、
中学生の部では、パートで優勝し、総合でベスト
１６に入りました。

　大規模災害時の支援活動に関する協定を相良建
友会と締結し、調印式が開かれました。建友会は、
村内の建設関係の１０事業所からなり、大規模災
害が発生した場合に、情報提供や通行止め等の応
急処置等の支援を行うことを取り決めました。
　德田村長は、「行政だけでは対応できない技術支
援等、協力いただきたい」と話し、建友会の白砂
昌一会長は、「近年、未曽有の災害が増えているが、
建友会には建築土木の専門がいるので、村に協力
できれば」と話しました。

握手を交わす白砂昌一会長と德田村長

　北小学校の５、６年生１０人が総合的な学習の
時間に地域の特産物について学習し、その一環と
して四浦こんにゃく作りをしました。
　地域の皆さんに教えてもらいながら、こんにゃ
くを手作りしました。ゆがいて、ミキサーにかけ
たこんにゃくいもをこねる作業に時間がかかり、
児童たちは苦闘していました。
　完成したこんにゃくは事前に調べておいた、い
ろいろな食べ方で試食しました。天ぷらは意外で
したが、「家でも作ってほしい」と大好評でした。

地域の皆さんが先生

　社会福祉協議会主催平成２６年度福祉入門講座
が総合体育館で開かれ、相良中学校の３年生２１
人が参加しました。
　生徒たちは、認知症サポーター講座、高齢者疑
似体験、車椅子介助体験、ふれあいサロン交流を
通して、社会福祉への理解と関心を深めました。
　坂口亜純さん（下四浦）は、高齢者疑似体験でア
イマスクをして階段を上り下りし、「足元が見えな
いので、声掛けをしてほしい。今日学んだことを
実行に移したい。」と感想を話しました。

高齢者の不便さを実感

7
22

社会福祉に理解を
平成26年度福祉入門講座 17

7 地元の味をこどもたちに
四浦こんにゃく作り体験

7　29
・30
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の保健福
祉

ひろば

9月の小児科在宅当番医

７日㈰	 公立多良木病院 小児科
14日㈰	増田クリニック 小児科
15日㈷	たかはし小児科内科医院
21日㈰	やまむら医院
23日㈷	増田クリニック 小児科
28日㈰	人吉医療センター 小児科

４２－２５６０
２２－３５７０
２４－２２２２
４５－０００５
２２－３５７０
２２－２１９１

〈受診時間/午前9時〜午後5時〉

※受診される場合は、医療機関へ連絡してください。

　
ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
き
ま
す
。

　
体
調
管
理
に
は
充
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　
７
月
の
活
動
で
は
、手
作
り
の「
う
ち
わ
」

を
作
り
ま
し
た
。

　
９
月
は
、
親
子
体
操
を
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
ぜ
ひ
お
友
達
を
誘
っ
て
、
気
軽
に
お
い

で
く
だ
さ
い
♪

【
問
合
せ
先
】

　
福
祉
係　

　
完
全
予
約
制
年
金
相
談
会
を
、人
吉
市・

球
磨
郡
で
毎
週
３
回
開
催
。

　
年
金
の
専
門
家　
社
会
保
険
労
務
士
が

あ
な
た
の
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

■
開
催
日

○
人
吉
市
役
所

　
〈
月
曜
日
〉

　
　
１
日
・
８
日
・
22
日
・
29
日

　
〈
金
曜
日
〉

　
　
５
日
・
12
日
・
19
日
・
26
日

○
多
良
木
町
役
場

　
〈
水
曜
日
〉

　
　
３
日
・
17
日

○
錦
町
役
場

　
〈
水
曜
日
〉

　
　
10
日
・
24
日

【
問
合
せ
・
予
約
申
し
込
み
】

　
国
保
係
ま
た
は
八
代
年
金
事
務
所

　
予
約
担
当

　
（
☎
０
９
６
５

－

３
５

－

６
１
２
３
）

相
良
村
子
育
て
応
援
事
業

ち
ゃ
ち
ゃ
ク
ラ
ブ
だ
よ
り

年
金
相
談
会
の
開
催

　
　
　
　
　

  

〈
９
月
分
〉

献
血
の
お
知
ら
せ

お問い合わせは　保健福祉課（直通）☎３５−１０３２
国保係　戸籍係　福祉係　保健係（ふれあいセンター内）

■
と
き

　
平
成
26
年
９
月
12
日（
金
）

　
午
後
１
時
45
分
～
４
時

■
場
所

　
相
良
村
役
場

＊
４
０
０
ｍ
Ｌ
献
血
に
な
り
ま
す
。

＊
輸
血
用
血
液
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た

め
、
本
人
確
認
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

保
険
証
ま
た
は
免
許
証
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

＊
献
血
カ
ー
ド（
手
帳
）を
お
持
ち
の
方

は
、
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
皆
様
の
暖
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　
保
健
係

■日時／９月１7日（水）　９：３0より受付
■場所／相良村ふれあいセンター
※準備の都合上、１２日（金）までお知らせください。

学校保健委員会だより
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健康づくりを
お手伝いします

管  理  栄  養  士  が
保  健  師  と●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　

血圧を上げる要因と対処方法（運動編）
【シリーズNo.4】

自分の適性体重を知ろう
肥満の程度を知るための指数＝ＢＭＩ

　ＢＭＩ（ビーエムアイ）は身長から見た体重で、体の大きさを
評価するものです。ＢＭＩが２５を超えると肥満です。

ＢＭＩ＝体重（kg）÷ 身長（ｍ）÷ 身長（ｍ）
で計算できます。

　例えば　身長165cm、体重 70.0kg の方は　ＢＭＩ：70.0
÷1.65÷1.65＝25.7（基準値18.5～24.9）ほんのちょっぴり
肥満で、適正体重から 2.0kg オーバー
です。
　体重を落とす時の注意としては月に
１kg 位の減量が好ましいです。１ヶ月
間で体重１kg の減量を達成するために
は233キロカロリー /日を消費する運
動量が必要です。

自分に合った運動をしましょう
（運動量は医師に相談して決めて下さい。）

　運動せんばんとは解っていても、「忙しい」「面倒」となかなか運
動に取り組めない人が多いのではないでしょうか。まず今より10
分多く歩くこと。歩行10分は、約1000歩で約１km（70kgの人
でしたら40キロカロリー消費です）。まずは体を動かすことに意
識して取り組むことが、運動不足の解消、健康的な生活への軌道
修正の第一歩となります。いきむ運動（重量上げ、懸垂など）は逆
効果です。激しい運動は睡眠の妨げになることもあるので要注意。

安全に体を動かすための注意点
○運動の前後にストレッチングなどの準備運動、整理運動を必
ず行いましょう。

○運動中に体調不良や痛みなどがあったら、すぐに運動を中断
しましょう。

○水分補給を意識して、喉が渇く前に水分を摂りましょう。
○天候にあわせた服装をしましょう。
○自分のペースを守りましょう。

　気温や年齢、ストレス、喫煙、食事や運動…血圧は日常のちょっとしたことが影響
して上下することをお伝えしましたが、高血圧の要因となる肥満防止やストレスの解
消に運動は有効です。適度の運動を長く続けることで心肺機能を高めるメリットもあ
るので生活の中に習慣づけ、毎日続けましょう。また、運動習慣のある人は、睡眠が
安定していることも明らかになっています。十分な睡眠で、つねに心と体のリフレッ
シュを心がけましょう。

学校保健委員会だより

　人吉球磨で、高校生が事件に巻き込まれ殺害される

という事件が起きました。静かな町は報道陣で騒がし

くなり、愛するわが子を失われた保護者や関係者の

方々の無念さを思うとやりきれない気持ちになりま

す。また、長崎では、高校生が同級生を殺害するとい

う恐ろしい事件が起き、その情報はすぐさまテレビや

新聞を埋め尽くしました。

　学校では昨年度から、「命を大切にする心を育むプロ

グラム」を作成して、命の大切さの教育に、これまで

以上に力を入れています。しかし、「命の大切さ」を指

導することは、わかっているようで具体的にはなかな

か難しいものです。

　「どうして命は大事なの」と子どもに問われた時、ど

のように答えるのでしょう。

　「大事に決まっているじゃないの」と言いそうな気も

しますが。命が大事と言うことは、その人の存在が大

事ということです。その人にいてほしいということで

す。言い換えれば、まわりの人が、その人を大切に思っ

ているということです。それが命の大切さと言えるか

も知れません。

　そのように考えると、子どもに命の大切さを教える

ということは、「あなたは大事な存在なんだ」といろい

ろな場面で伝えることが大切になってくるのではない

でしょうか。

　人は幼い時から、様々な体験をとおして感情を育ん

でいきます。うれしいとか、悲しいとか、楽しいとか、

苦しいとか、面白いとか、心配だとか ･･･。そのよう

な中で、自分が大切にされているとか、心配されてい

るという感覚が身についていくと、命を大切にする子

どもに育つのではないかと思います。

　また、自分の存在や自分の行動が他人の感情に影響

を与える時、人は自分の大切さを再認識するのかも知

れません。おうちの人に子どもが手紙を書いた時、幼

い内容であってもそれを読んだおうちの人はよく涙を

流されます。そのような時、子どもはおうちの方の愛

情に触れ、自分の大切さ、つまりは命の大切さを知る

のだと思います。夕方家に帰るのが遅くなって、家の

人に叱られたり、危ないことをして怒られたりするの

が、自分のことを心配してくれてのことであるとわ

かった時、自分を大切にする心が育っていくのだと思

います。

　教育の原点は家庭にあると言われます。それは、子

どもに愛情が注がれる一番の場所は家庭だからです。

子どもにたくさんの愛情を注ぎ、「大切に思っている」

とか「心配している」とか「信用している」とか「大

きく成長して欲しいと願っている」とか様々なプラス

のシグナルを出し続けながら、命を大切にする心を育

てていきましょう。

命を大切にする心を育てましょう
学校保健委員会　　原　　崇

◆次回は「食事編」の記載予定です。
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農業委員が改選されました
　相良村農業委員の任期満了に伴

う改選が行われました。これによ

り、村議会、農業協同組合、共済

組合、土地改良組合からの各推薦

者を含め、１４名が就任されまし

た。任期は平成２６年７月２０日

から平成２９年７月１９日までの

３年間となります。

区　　　分 役　　　　職　　　　名 氏　　名 担当地区

選
　
　
挙
　
　
委
　
　
員

会長（相良村人・農地プラン検討会委員） 髙　岡　重　盛 総括　下四浦

会長職務代理者 米　田　一　喜 平原・永谷

委員（川辺川土地改良事業連絡協議会員） 渡　邊　和　夫 松葉

委員（相良村農業振興地域整備促進協議会委員） 椎　葉　セイ子 十島

委員（相良村農業再生協議会委員） 西　田　義　和 新村

委員（相良村総合計画審議会委員） 宮　原　清　人 井沢

委員（相良村農業者年金加入推進部長） 尾　方　文　代 上川下

委員 森　松　　　栄 上四浦・中四浦・初神

委員 永　田　熊　信 松馬場

委員 宮　原　敬　五 上園・永江

選
任
委
員

議　　会 委員 岩　坂　博　行 上川上

ＪＡ球磨地域農協 委員 白　石　悌　二 並木野

共済組合 委員 伊　東　明　継 中央

土地改良 委員 岩　﨑　盛　光 朝迫
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こ
ん
に
ち
は
、
廣
松
で
す
。

　

熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
事

務
局（
熊
本
県
市
町
村
自
治
会
館
内
）に
派

遣
さ
れ
て
か
ら
、　

早
い
も
の
で
４
ヶ
月

が
経
ち
ま
し
た
。

　

現
在
、
事
務
局
に
は
県
庁
か
ら
１
名
、

県
内
市
町
村
か
ら
30
名
、
国
民
健
康
保
険

団
体
連
合
会
か
ら
１
名
、
計
32
名
の
職
員

が
私
の
よ
う
に
派
遣
さ
れ
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
業
務
に
励
ん
で
い
ま
す
。
事

務
局
は
総
務
課
、
事
業
課
、
会
計
室
で
構

成
さ
れ
て
い
て
、
私
が
所
属
す
る
の
は
総

務
課
の
企
画
財
務
班
で
す
。
企
画
財
務
班

の
主
な
業
務
は
、
文
字
ど
お
り
予
算
や
決

算
の
調
整
、
そ
れ
に
広
域（
保
険
財
政
）の

計
画
に
関
す
る
こ
と
な
ど
で
す
。
私
は
、

職
員
の
給
与
手
当
等
や
予
算
の
執
行
、
市

町
村
へ
共
通
経
費
負
担
金
を
請
求
す
る
仕

事
な
ど
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
原
則

75
歳
以
上
の
方
が
全
員
加
入
さ
れ
る
保
険

で
、
平
成
20
年
４
月
か
ら
は
じ
ま
り
ま
し

た
。
加
入
者
の
保
険
料
や
、
働
く
世
代
か

ら
の
支
援
並
び
に
、
国
か
ら
の
補
助
金
等

に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
日
健
康
で
元
気
に
過
ご
せ
る
こ
と
が

何
よ
り
も
大
切
で
す
が
、
思
い
が
け
な
い

病
気
や
ケ
ガ
は
、
い
つ
何
時
な
に
が
起
こ

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
高
齢
者
の
方
が
安

心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
と
設

け
ら
れ
た
制
度
で
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

制
度
に
対
し
て
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
私
の
派
遣
期
間
は
３
年
間

で
す
。

　

慣
れ
親
し
ん
だ
相
良
村
役
場
を
一
時
と

は
い
え
離
れ
る
の
は
寂
し
い
も
の
で
す
が
、

今
回
、
こ
の
よ
う
な
事
務
局
で
仕
事
が
で

き
る
、
素
晴
ら
し
い
機
会
を
与
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
貴
重
な
経
験
を
活
か

せ
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
び

吸
収
し
て
、
相
良
村
役
場
職
員
と
し
て
よ

り
一
層
成
長
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

平成 26 年度から 3 年間
熊本県後期高齢者医療
広域連合へ派遣

廣松 理加

派遣

REPORT

○記帳・帳簿等の保存制度の対象者が拡大さ
れています

　平成２６年１月から、記帳・帳簿等の保存制度の
対象となる方が拡大され、事業所得、不動産所得又
は山林所得を生ずべき業務を行う全ての方（所得税の
申告が必要ない方も含まれます。）は、売上げなどの
収入金額、仕入れや経費に関する金額等を帳簿に記
載し、その帳簿や取引に係る請求書・領収書などの
書類を保存する必要があります。
　なお、制度の詳細については、国税庁ホームペー
ジ（www.nta.go.jp）の「個人で事業を行っている方の
帳簿の記載・記録の保存について」をご覧ください。
　また、税務署が実施する「記帳説明会」等につい
ては、最寄りの税務署の所得税担当までお問い合わ
せください。

人吉税務署　☎２３－２３１１
※ 自動音声案内の後、「２」を
　 選択してください。

○「領収証」等に係る印紙税の非課税範囲が
拡大されました

　「金銭又は有価証券の受取書」については、記載さ
れた受取金額が３万円未満のものが非課税とされて
いましたが、平成２６年４月１日以降に作成される
ものについては、受取金額が５万円未満のものにつ
いて非課税とされることとなりました。
　「金銭又は有価証券の受取書」とは、金銭又は有価
証券を受領した者が、その受領事実を証明するため
に作成し、相手方に交付する証拠証書をいいます。
　したがって、「領収証」、「領収書」、「受取書」や「レシー
ト」はもちろんのこと、金銭又は有価証券の受領事実
を証明するために請求書や納品書などに「代済」、「相
済」、「了」などと記入したもの、さらには、「お買上票」
などと称するもので、その作成の目的が金銭又は有価
証券の受領事実を証明するために作成するものである
ときは、金銭又は有価証券の受取書に該当します。
　なお、詳しくは国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）
をご覧いただくか、最寄りの税務署にお尋ねください。
人吉税務署　☎２３－２３１１
※ 自動音声案内の後、「２」を選択してください。

国税だより
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発
生
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、
よ

り
一
層
、
火
の
元
の
注
意
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

県
で
は
、
球
磨
地
域
振
興
局

総
務
振
興
課
内
に
「
ジ
ョ
ブ
カ

フ
ェ
・
球
磨
ブ
ラ
ン
チ
」
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
就
職
に
関
す
る
ご

相
談
等
に
つ
い
て
、
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
対
象

お
お
む
ね
35
歳
未
満
の
人
ま
た

は
保
護
者

学
校
の
進
路
指
導
担
当
教
員

■
相
談
時
間

午
前
10
時
～
午
後
５
時
ま
で

（
月
～
金
、
木
曜
は
午
後
４
時

ま
で
）予
約
制

■
問
合
せ

　

☎
２
２

－

０
５
５
５

　

人
吉
下
球
磨
消
防
組
合
管
内
で

は
、
本
年
の
火
災
件
数
が
、
７
月

現
在
で
36
件
と
昨
年
の
火
災
件
数

を
大
幅
に
超
え
て
お
り
、
７
月
に

入
っ
て
か
ら
は
特
に
火
災
が
多
発

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
状
況
を
受
け
、
消
防
署
で

は
火
災
の
予
防
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。
ま
た
、放
火
を
防
ぐ
た
め
、

家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
物
を
置

か
な
い
な
ど
、
整
理
整
頓
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

火
災
は
、
人
の
ち
ょ
っ
と
し
た

油
断
に
よ
り
発
生
し
ま
す
。今
後
、

ご
家
庭
で
も
職
場
で
も
、
火
災
の

　

２
０
１
５
年
版
県
民
手
帳
の
購

入
申
込
を
受
け
付
け
ま
す
。
左
記

に
よ
り
お
申
込
く
だ
さ
い
。

■
申
込
方
法

　

役
場 

総
務
課 

企
画
情
報
係

へ
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　

申
込
受
付
は
、
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で（
平
日
）

で
す
。

■
申
込
期
限　

９
月
30
日（
火
）

■
手
帳
受
渡
し

　

11
月
頃
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
申
込
者
あ
て
に
通
知
し
ま

す
の
で
、
料
金（
４
５
０
円
）を

ご
持
参
の
う
え
、
役
場
ま
で
受

け
取
り
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ

　

総
務
課　

企
画
情
報
係

　

☎
３
５

－

０
２
１
１

■
防
衛
大
学
校（
推
薦
）

　

高
卒（
見
込
含
む
）21
歳
未
満
の
人

※
推
薦
に
つ
い
て
は
高
等
学
校
長

の
推
薦
等
が
別
途
必
要
で
す
。

　

受
付

　
　

９
月
５
日（
金
）～
９
日（
火
）

　

試
験
日

　
　

９
月
27
日（
土
）・
28
日（
日
）

■
防
衛
大
学
校（
総
合
選
抜
）

　

高
卒（
見
込
含
む
）21
歳
未
満
の
人

　

受
付

　
　

９
月
５
日（
金
）～
９
日（
火
）

　

試
験
日

　
　
（
一
次
）９
月
27
日（
土
）

■
防
衛
大
学
校（
一
般
・
前
期
）

　

高
卒（
見
込
含
む
）21
歳
未
満
の
人

　

受
付

　
　

９
月
５
日（
金
）～
30
日（
火
）

　

試
験
日

　
　
（
一
次
）11
月
８
日（
土
）・

　
　
　
　
　
　
　

９
日（
日
）

■
防
衛
医
科
大
学
校　

看
護
学
科

学
生（
自
衛
官
コ
ー
ス
）

　

高
卒（
見
込
含
む
）21
歳
未
満
の
人

　

受
付

　
　

９
月
５
日（
金
）～
30
日（
火
）

　

試
験
日

　
　
（
一
次
）10
月
18
日
（
土
）

■
防
衛
医
科
大
学
校　

医
学
科

学
生

　

高
卒（
見
込
含
む
）21
歳
未
満
の
人

　

受
付

　
　

９
月
５
日（
金
）～
30
日（
火
）

　

試
験
日

　
　
（
一
次
）11
月
1
日（
土
）・

　
　
　
　
　
　
　

２
日（
日
）

■
陸
上
自
衛
官（
看
護
）

看
護
師
免
許
を
保
有
し
保
健
師

又
は
、助
産
師
免
許
を
保
有（
見

込
含
む
）し
、
36
歳
未
満
の
人

　

受
付

　
　

９
月
１
日（
月
）～
30
日（
火
）

　

試
験
日

　
　

11
月
29
日（
土
）

■
問
合
せ

自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部　

人
吉
地
域
事
務
所　

☎
２
２

－

４
７
０
４

試
　験

おしらせ

今年は緑色です

火
災
増
加
に
伴
う

火
災
予
防
啓
発

自
衛
官
募
集
採
用
試
験

若
い
方
の
お
仕
事
探
し
を

お
手
伝
い
し
ま
す
！

県
民
手
帳
の

購
入
申
込
に
つ
い
て
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■
試
験
の
種
類　

甲
種

乙
種
第
１
類
～
第
６
類

丙
種

■
試
験
日

　

11
月
２
日（
日
）

■
願
書
受
付
期
間

　

書
面
申
請

　
　

９
月
８
日（
月
）～
18
日（
木
）

　

電
子
申
請

　
　

９
月
５
日（
金
）～
15
日（
月
）

■
問
合
せ

（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
熊
本
県
支
部

熊
本
市
中
央
区
九
品
寺
１
丁
目

11
番
４
号　

熊
本
県
教
育
会
館

４
階

　

☎
０
９
６

－

３
６
４

－

５
０
０
５

■
推
薦
入
学
者
選
抜

高
等
学
校
推
薦
及
び
地
域
推
薦

（
市
町
村
）

　

願
書
受
付
期
間

　
　

９
月
３
日（
水
）～
12
日（
金
）

　

選
抜
日

　
　

10
月
２
日（
木
）

■
一
般
入
学
者
選
抜　

　

願
書
受
付
期
間

　
　

12
月
３
日（
水
）～
17
日（
水
）

　

選
抜
日

　
　

１
月
20
日（
火
）

■
選
抜
場
所

　

熊
本
県
立
農
業
大
学
校

■
募
集
定
員

農
学
部（
修
業
年
限
２
年
）

農
産
園
芸
科
・
野
菜
学
科
・
畜

産
学
科　

80
人

■
問
合
せ

熊
本
県
立
農
業
大
学
校　

教
務
課

　

☎
０
９
６

−

２
４
８

−

１
１
８
８

農集排に接続する工事費の
一部の補助制度について

１．補助対象者
①法人その他の団体でないこと。
②農業集落排水処理施設への接続に関して他の補

助金等の交付を受けていないこと。
③補助金の交付申請する日において、村税、並び

に農業集落排水事業分担金、および加入金を滞
納していないこと。

２．補助対象工事の主な要件
　既存のし尿浄化槽又は、汲み取り便所を廃止し
て農業集落排水処理施設に接続するための宅地内
排水設備工事です。
※注意：建物の新築（既存建物を取り壊して新築す
る場合も含む）に係る排水設備工事は対象になりま
せん。詳細については、建設課上下水道係にお尋
ねください。

３．補助金額
　対象工事に対し１０万円。ただし、工事費が
１０万円に満たない場合はその額とします。

４．その他注意点
①宅地内の排水設備工事（接続工事）は、相良村

農業集落排水設備工事指定店による施工が必要
です。

②申請書様式は、役場建設課にも備えております
が、本村ホームページにも掲載しております。

■問合せ　建設課 上下水道係
　　　　　☎３５－１０３５（建設課直通）

　原木栽培しいたけ新規参入者研修会を開催します。
　県では、本格的な原木栽培しいたけの生産を目的
とした新規参入者等向けに、「原木栽培しいたけ新規
参入者研修会」を開催します。 
１．期間　平成26年10月26日（日）、 11月30日（日） 、
　　　　　平成27年１月25日（日）、 ２月22日（日）
　　　　　の計４日間（午前９時～午後４時（予定）） 
２．研修内容　講義及び実技講習を通して原木しい

たけ栽培の基礎を学ぶ研修 
３．募集人員　２０名程度（応募者多数の場合は選考

により受講生を決定します。） 
４．実施場所　熊本県林業研究指導所（熊本市中央区

黒髪８丁目222-2）及び県内の生産現場等 
５．参加費　無料 
６．受講対象者

⑴ 県内で原木栽培しいたけ生産を本格的に始め
ようとする者（未経験者） 

⑵ 県内で原木栽培しいたけ生産を始めて３年以
下の者 

⑶ 県内の原木栽培しいたけの後継者（将来的な就農
予定を含む未経験者及び経験年数３年以下の者） 

⑷ ⑴～⑶に該当する者のうち、全研修日程を受講
できる者 

７．申込方法　県庁ホームページ（林業振興課のペー
ジ）からダウンロードできます。また、県広域本
部各地域振興局林務課、県林業研究指導所、県農
林水産部森林局林業振興課に備え付けています。 

８．募集締切　平成26年９月30日（火）－必着－ 
９．問合せ・申込み　産業振興課林務係☎３５－１０３４

林務係から山に関してのお知らせです

やまびこ便り

平
成
27
年
度　

熊
本
県
立
農
業
大
学
校　

学
生
募
集

危
険
物
取
扱
者
試
験



13

村長エッセー 「窓のヤモリ」

　
今
年
の
サ
ガ
ラ
ッ
パ
祭
は
８
月
２
日

（
土
）に
開
催
し
ま
し
た
。
台
風
12
号
の

影
響
を
考
慮
し
、
柳
瀬
新
村
の
河
川
敷

か
ら
総
合
体
育
館
へ
の
会
場
変
更
と
大

幅
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
カ
ッ
ト
で
村
民
の
皆

様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
サ
ガ
ラ
ッ
パ
共
演
の
く
ま

モ
ン
シ
ョ
ー
・
各
種
団
体
演
芸
・「
レ

ギ
ュ
ラ
ー
」
公
演
と
多
く
の
村
内
外
の

方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
県
立
大
学
生
に
よ
る
「
竹
あ
か
り
」

も
幻
想
的
な
雰
囲
気
で
祭
り
の
フ
ィ

ナ
ー
レ
を
飾
り
ま
し
た
。

　

非
常
に
急
な
変
更
で
あ
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
短
期
間
で
こ
れ
だ
け
の

こ
と
が
で
き
た
の
も
関
係
者
皆
が
力

を
合
わ
せ
た
結
果
だ
と
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

☆

　
と
こ
ろ
で
村
民
の
間
で
聞
き
に
く
い

け
ど
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る･･･

と
耳

に
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
村
民
の
方
が
亡

く
な
ら
れ
た
時
の
私
の
葬
式
等
の
香
典

は
ど
こ
か
ら
出
て
い
る
の
か
と
い
う
こ

と
で
す
。
結
論
を
言
い
ま
す
と
す
べ
て

私
個
人
で
出
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
村
長
に
な
っ
て
以
来
、
村
民
を

大
事
な
家
族
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

家
族
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
と
し
て
で
き

る
だ
け
私
自
身
が
告
別
式
か
通
夜
に
行

く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
私
が
ど
う
し

て
も
公
務
等
で
行
け
な
い
時
に
妻
が

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
ど
う
し
て

も
会
葬
で
き
な
い
時
が
あ
る
の
が
申
し

訳
な
い
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

で
す
か
ら
気
持
ち
し
か
で
き
ま
せ
ん

が
、
す
べ
て
私
個
人
の
支
出
で
す
し
そ

う
で
あ
る
べ
き
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
か
つ
て
は
相
良
村
に
お
い
て
も
い
ろ

ん
な
扱
い
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま

す
。
町
村
に
よ
っ
て
は
公
務
と
し
て
公

費
だ
っ
た
り
、
社
会
福
祉
協
議
会
予
算

だ
っ
た
り
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

高
齢
の
村
民
の
方
か
ら
「
村
長
！

オ
レ
の
葬
式
に
は
来
て
く
る
っ
ど･･

」

と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
香
典
の
話
で
は
な
く
ま
だ
ま
だ
元

気
で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
と
い
う
趣

旨
で
「
わ
か
ら
ん
な
あ･･･

、
行
き
う

す
っ
ど
か
な
あ･･･

」
と
言
う
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

☆

　
時
計
が
夜
中
の
3
時
を
回
っ
た
と
こ

ろ
で
、
つ
ぎ
何
を
書
こ
う
か
と
思
っ
て

目
の
前
の
窓
を
見
る
と
ガ
ラ
ス
に
へ
ば

り
付
い
た
ヤ
モ
リ
が
・
・
・
。
光
に
集

ま
っ
て
く
る
虫
を
一
所
懸
命
捕
ま
え
て

は
い
そ
い
そ
と
食
べ
て
い
る
で
は
な
い

で
す
か
！ 

急
に
目
が
覚
め
て
観
察
し

て
い
る
と
、
な
ん
と
カ
ッ
プ
ル
み
た
い

で
メ
ス
が
来
る
や
オ
ス
ら
し
き
ヤ
モ
リ

は
メ
ス
に
昆
虫
の
捕
獲
を
譲
る
よ
う
な

仕
草
を･･･

。
非
常
に
仲
の
良
さ
を
感

じ
る
わ
け
で
す
が
ヤ
モ
リ
に
も
愛
と
か

優
し
さ
と
か
の
心
が
あ
る
よ
う
に
思
え

て
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

　

人
に
は
心
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て

や
っ
て
は
い
け
な
い
行
動
へ
の
ど
こ
か

で
の
ブ
レ
ー
キ
に
な
る
、
と
言
っ
て
た

人
が
い
ま
す
。し
か
し
、最
近
の
ニ
ュ
ー

ス
を
見
て
い
る
と
こ
の
人
に
は
ブ
レ
ー

キ（
心
）が
無
い
の
か
と
思
わ
ざ
る
を
え

な
い
事
件
が
多
す
ぎ
ま
す
。

　
ヤ
モ
リ
は
「
守
宮
」
あ
る
い
は
「
家

守
」
と
漢
字
で
書
く
よ
う
で
す
が
、
昆

虫
な
ど
の
害
虫
を
食
べ
て「
家
の
守
り
」

と
な
る
そ
う
で
有
益
な
は
虫
類
と
い
う

こ
と
で
す
。･･･

苦
手
な
方
も
お
ら
れ

る
よ
う
で
す
が
、
地
域
に
よ
っ
て
は
準

絶
滅
危
惧
種
だ
そ
う
で
す
。
守
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
！

☆

　
暦
の
上
で
は
も
う
残
暑
と
な
り
ま
し

た
。
梅
干
し
食
べ
な
が
ら
し
っ
か
り
水

分
を
補
給
し
こ
の
厳
し
い
残
暑
を
乗
り

切
り
ま
し
ょ
う
！

相良村長

德 田  正 臣
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日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

◆母子健康手帳
　交付・両親学級
　（受付9:00 ～
　9:20 ふれあい

センター）
●村内小中学校
　始業式
●総合体育館休館日

●ダムによらない
治水対策住民説
明会（19:00～

　総合体育館）

●ノーテレビデー・
ノーゲームデー

7 8 9 10 11 12 13
●家庭の日 ◆６か月児育児学

　級（H26.1月生）
　（相良村会場）

●収納窓口延長
　（税務課）
　午後７時まで

◆こころの健康
　相談（要予約）
●金婚夫婦表彰式
（15:20 ～

総合体育館）
●ノーテレビデー・

ノーゲームデー●総合体育館休館日

14 15 16 17 18 19 20
●敬老の日 ◆母子健康手帳

　交付・両親学級
　（受付9:00～
　9:20　ふれあ

いセンター）
●総合体育館休館日

◆ちゃちゃクラブ ◆３～４か月健診
　（Ｈ26.5.6 ～

6.5生）
　（山江村会場）
●ノーテレビデー・

ノーゲームデー

●県民体育祭

21 22 23 24 25 26 27
●県民体育祭
●第３回
　相良三十三観音
　めぐり健康
　ウォーク

●秋分の日
●北嶽神社
　秋の大祭

◆すこやか育児
　相談
●収納窓口延長
　（税務課）
　午後７時まで

◆こころの健康
　相談（要予約）

◆乳幼児発達相談

●総合体育館休館日
●ノーテレビデー・

ノーゲームデー

28 29 30
●南北小学校
　運動会

●総合体育館休館日

★９月は国民健康保険税５期の納付月です。納め忘れのない
よう便利な口座振替のご利用を！

★保育料は毎月納期限内に納めましょう！保育料の納期は毎月
2５日です。（2５日が土・日・祝祭日の場合は、翌日になります。）

9月の行事予定 変更になる場合もあります。 ◆保健福祉関係　●教育委員会ほか

☆毎週木曜日は「ノーテレビデー・ノーゲームデー」…
　テレビやゲームから離れ、生み出された時間を学習や読書、家族団らんなどの時間としましょう。

第３回 相良三十三観音めぐり健康ウォーク参加者募集
■日時　９月２１日（日）
■会場　ふるさと歴史の広場（人吉城跡）
　　　　人吉市麓町１８－４
■コース　１７㎞（活き活き満喫コース）、１２㎞（せ

せらぎ・さわやかコース）、６㎞（ふれあいファミ
リーコース）とします。（人吉市、山江村、相良村）

■事前申込方法
　①直接申込

　参加申込書に御記入のうえ、参加費、弁当代
（希望者のみ）を添えて人吉球磨広域行政組合に

ご持参ください。
　②郵便振込

　付属の参加申込書兼振込用紙に必要事項をご
記入のうえ、参加費、弁当代（希望者のみ）を添
えてお近くの郵便局よりお振込みください。

　※当日の申し込みも受け付けます。
■申込締切　９月１２日（金）
■申込・問合せ

人吉球磨広域行政組合 広域観光課（アクアパーク内）
　☎２３－３０８０



〈問合せ先〉総務課35-0211

ペートル会夏祭り
　

７
月
27
日（
日
）に

ペ
ー
ト
ル
会
夏
祭
り
が

開
か
れ
ま
し
た
。
出
店

が
立
ち
並
び
、
多
く
の

人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
の

打
ち
上
げ
花
火
は
見
事

で
、
夜
空
を
鮮
や
か
に

彩
り
ま
し
た
。

相良村の人口と世帯

世帯数　1,663世帯（＋１）
男　　　2,282人　（△４）
女　　　2,556人　（△２）
計　　　4,838人　（△６）

（７月末現在）

※（　）内は、先月末との差です。
※外国人住民を含めた集計です。

香
典
返
し
〈
７
月
分
〉

相
良
村
社
会
福
祉
協
議
会
へ

※
敬
称
略

子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
の
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り

ふれあいグラウンドゴルフ

　

夏
休
み
恒
例
の
ふ
れ
あ
い
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
が
、
７
月
28

日（
月
）に
北
小
学
校
で
、
８
月

４
日（
月
）に
南
小
学
校
で
開
か

れ
ま
し
た
。
優
勝
者
は
次
の
皆

さ
ん
で
す
。

北
小
校
区

一
般
の
部　
　

土
肥
聖
嘉

低
学
年
の
部　

羽
月
り
か

高
学
年
の
部　

岩
崎
そ
ら

南
小
校
区

一
般
の
部　
　

内
田
志
満
喜

低
学
年
の
部　

恒
松
は
る
と

高
学
年
の
部　

永
池
つ
ぐ
み

年齢関係なく楽しくプレイ（北小校区）児童にやさしく指導（南小校区）

村木/茶 村花/福寿草 村鳥/セキレイ

桑
　
原
　
球
磨
子
（
並
木
野
）

畠
　
山
　
清
　
光
（
上
　
園
）

木
戸
口
　
愛
　
志
（
新
　
村
）

発行日／平成26年８月28日　　編集・発行／熊本県球磨郡相良村総務課
〒868-8501 熊本県球磨郡相良村大字深水2500番地1
TEL 0966–35–0211　  FAX 0966–35–0011
E-mail  info@vill.sagara.lg.jp　 ホームページ  http://www.vill.sagara.lg.jp/

　

８
月
２
日
に
、
サ
ガ
ラ
ッ
パ
祭
が

開
か
れ
ま
し
た
。
会
場
と
な
っ
た
総

合
体
育
館
の
前
の
坂
道
沿
い
に
竹
灯

籠
が
並
べ
ら
れ
、
ろ
う
そ
く
の
明
か

り
が
幻
想
的
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し

て
い
ま
し
た
。

【今月の表紙】

子どもさん（赤ちゃん）のご応募をお待ちしています。お誕生日の記念にいかがですか？

イチバンちゃん募集中！！

わがやのイチバン

川
か わ な べ

邊　さりあ ちゃん

（朝ノ迫区）

生年月日：平成２６年３月１９日
お父さん：裕貴さん
お母さん：真奈さん

お父さんからのメッセージ

「元気にいっぱい遊ぼうね♪」


